
４）幅広い教養
を身につけ、変
遷する国際社
会で活躍するた
めに、主体性を
持って新しい知
識を修得し、多
様な職種の人
材と協働的に学
ぶ姿勢を身につ
けていること。

３）創薬・生命科
学関連領域の
進歩について生
涯にわたり学修
し、キャリア形
成を続ける意欲
を有しているこ
と。

人権と社会2

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

生涯ｽﾎﾟｰﾂ 1 生涯ｽﾎﾟｰﾂ2

現代経済の課題

人権と社会 1

住みよい社会と福祉

日本語の技法現代社会と倫理

暮らしのなかの憲法

心理と行動基礎数学

情報科学入門

近大ゼミ

オーラルイングリッシュ
3

オーラルイングリッシュ
4

英語演習3 英語演習4

初修外国語総合３
ドイツ語
フランス語
中国語

初修外国語総合４
ドイツ語
フランス語
中国語

コミュニケ―ション１
ドイツ語
フランス語
中国語

コミュニケーション２
ドイツ語
フランス語
中国語

TOEIC B/TOEFL B
ライティングB

漢方薬学

創
薬
化
学
系
科
目
群

生
命
薬
科
学
系
科
目
群

専
門
必
修
・選
択
必
修
科
目
群

薬学部 創薬科学科 カリキュラムツリー(令和6年度以降入学生）
DP

１）生命に関す
る高い倫理観と
責任感を有する
こと。

１）創薬科学・生
命科学に関する
専門知識を修得
していること。

１）グローバル
社会で活躍する
ために、海外の
最新の文献や
情報を入手し、
自らの意見を表
現できる英語力
を身につけてい
ること。

１）科学的思考
に基づき、課題
を探求し、最先
端の科学的知
識を取り入れ、
問題を解決する
論理的思考力を
培っていること。

２）薬の創製や
開発、管理、適
正使用等に関
わる研究者、技
術者、医薬品情
報担当者として
の資質を活かし
て社会に貢献
する使命感を
培っていること。

２）医薬品等の
創製・開発・管
理・販売や人の
健康に関わる
者として必要と
される広い教養
を有すること。

２）創薬におけ
る基本的な研究
手法と技能を修
得し、社会人と
して必要とされ
るコミュニケー
ション・プレゼン
テーション能力
及びディスカッ
ション能力を身
につけているこ
と。

D
P

1

関
心
･意
欲
･態
度

D
P

２

思
考
･判
断

D
P

３

技
能
･表
現

D
P

４

知
識
･理
解

化学熱力学

化学演習

英語演習2

オーラルイングリッシュ
2

初修外国語総合２
ドイツ語
フランス語
中国語

有機化学 1基礎有機化学

免疫・分子生物学
実習

国際化と異文化理解

英語演習1

オーラルイングリッシュ
1

初修外国語総合１
ドイツ語
フランス語
中国語

基礎化学

化学入門

製剤工学

有機反応化学

神経病態薬理学

卒業研究

薬学統計学

生化学

病理学

TOEIC A/TOEFL A
ライティングA

コミュニケーション３
ドイツ語
フランス語
中国語

プレゼンテーション
英語演習

生物有機化学医薬品化学

製剤学

薬物動態学

食品薬学

オープンラボ

インターンシップ

産学連携講座

有機化学 2

分析化学１ 分析化学２

分子薬理学

微生物学

データサイエンス演習

免疫学

教養特殊講義A・Ｂ・Ｃ

解剖組織学

人体生理学１

基礎生化学

生物学演習

コミュニケーション4
ドイツ語
フランス語
中国語

薬学専門英語

医薬品開発論

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

人体生理学2

環境毒性学

創薬化学

基礎薬科学実習

有機化学・生薬学
実習

分析化学・製剤学
実習

衛生化学・放射化
学実習

薬効薬物動態
解析実習

人
間
性
・社
会
性
・ス
ポ
ー
ツ
・

地
域
性
・国
際
性
・課
題
設
定
・問
題
解
決
科
目
群

外
国
語
・専
門
英
語
科
目
群

実
践
科
目
群

問
題
解
決

実
習
科
目
群

生活環境科学

薬用資源学

分析化学3

基礎生物学

生物学入門

病態薬理学１

ゲノム創薬と再生医療

実践科学英語演習

物理学概論

放射化学

薬学概論 香粧品学

物理化学     

情報科学実習

化学療法学病態薬理学２

バイオ・ゲノム薬科学

＊＊＊＊＊＊ ：必修科目 ＊＊＊＊＊＊ ：選択必修 ＊＊＊＊＊＊ ：選択科目 ＊＊＊＊＊＊ ：実習・演習科目

天然物薬化学



1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

臨床検査総合
管理学１

栄養学1

物理学実習

一般検査学

一般検査学実習

血液検査学

血液検査学実習

疾患の検査診断学

微生物検査学

微生物検査学実習

医療安全管理学実習

公衆衛生学

疾患の検査と
治療法1

輸血・移植
検査学

輸血・移植検査学実習

生化学検査学

生化学検査学実習

染色体検査学

病理検査学

病理検査学実習

臨床検査総合
管理学2

疾患の検査と
治療法2

病態検査学

検査機器総論

生理検査学

生理検査学実習

免疫検査学実習

臨地実習事前
学習

臨地実習１

臨地実習2

検査学演習

４）幅広い教養
を身につけ、変
遷する国際社
会で活躍するた
めに、主体性を
持って新しい知
識を修得し、多
様な職種の人
材と協働的に学
ぶ姿勢を身につ
けていること。

３）創薬・生命科
学関連領域の
進歩について生
涯にわたり学修
し、キャリア形
成を続ける意欲
を有しているこ
と。

１）生命に関す
る高い倫理観と
責任感を有する
こと。

１）創薬科学・生
命科学に関する
専門知識を修得
していること。

１）グローバル
社会で活躍する
ために、海外の
最新の文献や
情報を入手し、
自らの意見を表
現できる英語力
を身につけてい
ること。

１）科学的思考
に基づき、課題
を探求し、最先
端の科学的知
識を取り入れ、
問題を解決する
論理的思考力を
培っていること。

２）薬の創製や
開発、管理、適
正使用等に関
わる研究者、技
術者、医薬品情
報担当者として
の資質を活かし
て社会に貢献
する使命感を
培っていること。

２）医薬品等の
創製・開発・管
理・販売や人の
健康に関わる
者として必要と
される広い教養
を有すること。

２）創薬におけ
る基本的な研究
手法と技能を修
得し、社会人と
して必要とされ
るコミュニケー
ション・プレゼン
テーション能力
及びディスカッ
ション能力を身
につけているこ
と。

D
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1

関
心
･意
欲
･態
度

D
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２

思
考
･判
断

D
P

３

技
能
･表
現

D
P

４

知
識
･理
解

＊＊＊＊＊＊ ：必修科目 ＊＊＊＊＊＊ ：選択必修 ＊＊＊＊＊＊ ：選択科目

DP

薬学部 創薬科学科 カリキュラムツリー(令和6年度以降入学生）

選
択
必
修
・自
由
選
択
科
目
群

臨
床
検
査
技
師
関
連
科
目
群

＊＊＊＊＊＊ ：実習・演習科目

＊＊＊＊＊＊ ：必修科目 ＊＊＊＊＊＊ ：選択必修 ＊＊＊＊＊＊ ：選択科目 ＊＊＊＊＊＊ ：実習・演習科目

医療安全
管理学2

医療安全
管理学１
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